
新型コロナウイルス対応緊急支援助成

〜社会的脆弱性の高い子どもの支援強化事業〜

休眠預金活用事業
事業名 ：コロナ禍で困難が増した不登校の子ども支援

助成金額 ：18,745,000円

助成期間 ：2020年11月〜2021年12月

事業内容 ：①コロナ禍における相談事業

フリネット加盟団体全国60箇所にて、200件の相談を受ける

②新型コロナウイルスの影響で経済的な影響を受けた世帯への通所助成

経済的困難な不登校、高校中退の子どもがフリースクールもしくは、

併設する通信制高校を利用する際に最大30,000円/月を助成

③政府への政策提案

経済的困難かつ不登校、高校中退の子どもに対して、行政からフリースクールへの

直接助成の政策提案をする

④子ども権利条約に基づいたスタッフ研修/権利侵害に関するヒヤリハットの収集

主催 ：特定非営利活動法人フリースクール全国ネットワーク

資金分配団体：公益財団法人セーブ・ザ・チルドレンジャパン



本事業実施の背景

【行政からの支援について】

・経済的な困難を理由に支援を受けることがなかなか困難。特に不登校や高校中退の場合は、

「本人のわがまま」や「心の問題」とされて、民間の教育施設での支援に結びつきにくい。

【状況の変化】

・コロナウイルス感染症の拡大に伴い、経済的に困難を抱えている世帯は、子どもの学習にいじめや様々

な困難を抱えて学校にいけなくても、民間のフリースクールや通信制高校で教育を受けることが困難で

ある。

【家庭内、社会における優先順位の変化】

・保護者も自分の就労や、家計の安定に関心が向くので、子供の教育が後回しにされる傾向がある。

・コロナウイルス感染症の拡大で、社会的な関心が感染予防にある。在宅の子ども、不登校や高校中退の

子どもがいても見逃される傾向があり、初期対応で解決する問題が時間の経過と共により複雑な困難に

陥りがちである。



本事業の参加団体について

青森県～沖縄県までの

22団体が本事業に参加

青森県
あおもりサニーヒル

大阪府
はらいふ/ここ/みなも

愛知県
アサンテ

香川県
ヒューマン・ハーバー

熊本県
e.a.o.

神奈川県
ここだね

福島県
方丈舎

トレーラー

千葉県
ネモ福岡県

えすぺらんさ

岩手県
花鶏学苑

東京都
さくらんぼ学園

東京シューレ大田・新宿

長崎県
クレイン・ハーバー

茨城
こどものSONORA

秋田県
フレスク

兵庫県
神戸フリースクール

沖縄県
珊瑚舎スコーレ

広島県
木のねっこ



各フリースクールへ相談

休眠預金事務局

相談内容の情報提供

謝金の支払い
（1件3,000円）

相談事業

実行委員会
※参加団体の方から
立候補制で設立
（7団体で構成）

事例の共有

休眠預金事務局

①通所助成の申請

②助成金の申請
⑥報告書の提出

⑤毎月の助成金の支払い

フリースクール

フリースクール

③助成金の案件共有

承認申請
④助成の承認

通所助成事業

情報共有に関する
承認を得る

・助成金の支払いは各フリースクールに対して実施

・各案件の承認の可否は実行委員会にて決定

事業フロー図



相談事業～相談事業件数・内訳～

男女別件数 年齢別件数

累計相談件数 465件



相談事業～月別の相談件数～



相談事業～主訴の内訳～

※どの主訴においても、「新型コロナウイルスの影響」を受けていることが前提のものになります。



相談事業～相談内容の例～

コロナの影響による
経済的な問題

・夜の仕事をしている母親の仕事がコロナ禍でほぼ無くなっている状態。経済的なストレ
スから娘に手をあげてしまうことがある。悪いと思っているがどうしようもないことが
あるので助けてほしい。

・コロナ禍で母親の仕事がなくなり、有料の相談が厳しかったためとても助かった。

トラウマ

・先生からのいじめがトラウマになっていたが、なんとか中学校に進んだ。勉強は好き
だったのでもう一度やり直す気持ちで高校に進学したが、再び先生の嫌がらせを受け小

学校時代の辛さを思い出し自室から出れなくなった。

・同級生からのいじめにより学校に行くことが出来なくなった。学校以外の居場所を求め
ている。

人間関係

・女子同士の人間関係が煩わしいとの理由で学校へ行くのは週２～３日。保健室登校もほ
とんど利用していない。家以外で過ごせる場所、同世代の子たちと関わることのできる
場所があった方が良いのではないかと考えている。

・小学校入学後、コロナによりすぐに休校措置。もともと引っ込み思案で友達を作ること
が苦手だった娘は現在も友人を作れずにいる。



通所助成事業～件数・内訳～

男女別件数 年齢別件数

助成件数 54件



助成事業～月別の助成件数～

申請期間：2020年10月～2021年6月末

7月以降、新規の助成対象者はなし

※上記は実際の助成件数、通所がない月がある方もいたため、7月以降も増減しています。

※途中で復学した結果、フリースクールの通所をやめられた方もいます。



通所助成事業～3か月報告の例～

通所助成開始前の様子 / 通所希望理由 通所後の変化（3か月後、6か月後）

A君（10歳）

父子家庭

過度の暴言を吐くことがあり、母親の仕事・私生

活共に影響が出ている。また、道路に飛び出すな

どの命の危機を脅かす行動もある。お母さん自身

も頼れる環境がない状況で、日中、当人を家で1人

にしておくことが極めて困難な状況。

フリースクールへの来室を通して、他者を攻撃す
る姿勢や言葉が徐々に柔らかくなっている。

ボードゲームやパズルなどの勝負事は、負けると
気持ちが昂ったり、制御しようと葛藤したりする
様子があるが、他の利用者の意見に耳を傾ける頻
度が格段に増えている。

Mさん（12歳）

母子家庭

2年前あたりから登校しない日があった。今年の
夏休み明けからは登校しようとすると体調に不調
が生じるようになり、不登校になった。数回の体
験を経て、フリースクールなら安心して通えそう
だと思い、通所を決意。

当時コロナの影響で父親が失職、就職先が見つか
らない状況。

元々は人見知りをするなどで、新しい利用者やボ
ランティアなどと目を合わせることが出来なかっ
たり、勉強に集中できない、集団行動が苦手なこ
とが多かった。学校にはほとんど行けなかったが、
4月からは学校に少しずつ行ける（休む日もあるよ
うだ）ようになった。

当スクールでも、新利用者とも打ち解けて仲良く
なったり、年下の子の面倒を親切に見てあげてい
る。勉強にも興味が出てきたようだ（特に数学が
面白いとのこと）。新しい利用者を和ませるよう
に引っ張っていることもあり、大きな成長が見え
ている。



本業終了後に向けての取り組み

事業終了後（2021年11月以降）、通所助成を受けていた子がフリースクールに

通うことが出来なくなることを防ぐため下記の助成を活用し、本事業との併用を

してもらうように働きかけた。

例）

・塾代助成事業（大阪など）

・チャンスフォーチルドレンのCFCクーポン

参加団体の一部ではあるものの、他助成を活用し、

本事業からの助成を一部賄うことが出来るようになった。


